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目的：音声通知の受信可否状況をセンサデータを元に調査・分析する
モバイル通知の最適化に関する先行研究音声通知とは

音声通知体験アプリケーション：SoNotify

実験：歩行中の音声通知は受信率が高い。他者との衝突回避の場面では拒否される。

〇〇さんから**という
メッセージが届いています。次の信号を

右に曲がります。

特徴
ハンズフリーで使える
視界を遮らない
情報取得の柔軟性が低い
(一時中止・スピード調節が難しい)

過度な通知はユーザビリティを低下させるため、最適化が行われている

受諾予測モデルの構築 [1]
・通知の内容とユーザの状況から通知がを分類予測するモデルを構築
通知タイミング制御 [2]
・モバイルセンシングと機械学習を用いた最適なタイミングまで通知を
遅延させることでクリック率やユーザの認知負荷を向上
マルチデバイス環境での通知 [3]
・スマートフォン、PC、タブレット、ウェアラブルデバイスの通知の
好みを調査

イヤラブルデバイスを介して音声で聞き取る通知

音声通知の最適化に向けた調査・分析は行われていない

受信可能かどうかはユーザの環境や状況が影響する→ 受信可否をセンサデータを元に分析したい
スマートフォン・イヤラブルデバイスのセンサデータを収集しながら音声通知を送信し、受信可能かどうかユーザのフィードバック
を集めるアプリケーションを開発

図1. SoNotifyのユーザ体験の流れ 図2. SoNotifyのシステム構成図

東京の三つのエリア、被験者8名で調査実験を行った
拒否理由として「他者との衝突回避」が多く、
その結果、歩道での受信可能率は高いが横断歩道では低い

今後の展望：収集したセンサデータをさらに分析し、モデル構築・大規模な検証など最適な音声通知システムの構築を目指す

[4]

図4. 受信可否の地図プロット表1. 歩道タイプと受信可能率図3. 受信拒否した理由


